
特集各種産業排水処理の実際と最新水ビジネス情報

水 質 浄 化 技 術 の 新 潮 流
-ミューミキシングエレメントｏを

用いた水質浄化技術-

１．水質環境汚染の現況

近年，著しい工業化やそれに伴う人口増などによ
って，世界各地で水の循環しにくい湖沼や｜別ｊＲ貞性海

域などでの水質環境汚染が問題化している。特に開

発途上国や経済発展地域において問題は顕著であり，

例えば，中国の名勝地である太湖周辺（江蘇省，浙
江省）では急速な都市化や産業化か進行している影

響で湖水の水質環境が急激に悪化し，公害が発生し
て大きな社会的問題になっている。

日本においても近年，環境保全の視点から河川な
どの水質改善は進んできたが，湖沼を始めとした閉

鎖的な広い水域での水質改善に関しては，依然，多

大なエネルギーコストを必要とすることなどから効

果的で有効な方法が確立されるまでには至っていな
いのが現状である。また，工業排水および生活排水

処理用曝気装置の省エネルギー化，高効率化も要望
さ れ る と こ ろで あ る。

２ ． ミ ュ ー ミ キ シ ン グエ レメ ン ト に つ いて

ミューミキシングエレメント１）を用いた水質浄化

装置は，このような湖沼やダム湖や閉鎖性海域など
の広域水質浄化に有効な装置として開発されている。
ミューミキシングエレメントは当社独自開発の水

質浄化技術として利用できる。構造的には撹拝動力
を必要としないスタティックミキサー（静止型流体

混合器）であり，その機能性および効率性の良さか
ら，従来のスタティックミキサーの概念を越えた革

新的なスーパースタティックミキサーと呼ぶことが
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図 １ ミ ュ ー ミ キ
シ ン グ エ レ メ

ント

できる（図１）。
ミューミキシングエレメントは右回転または左回

転の螺旋状の多孔体の撹絆翼を交互に配置してミュ
ー ミ キ サ ー を 構 成 して い る 。 成 分 ， 濃 度 ， 温 度，

粘度等の異なる複数種類の流体がミューミキシング
エレメント内を連続的に通過する時，流体はミュー

ミキシングエレメント内を連続的に通流する度に

分割・回転・反転・合流および管軸・半径方向での
せん断作用を繰返しながら，無動力で完全に混合・

撹 絆 さ れ る。

水質浄化を目的として使用する場合には，水と気

体（酸素）がミューミキシングエレメント内を通流
するたびに連続的に微細化されながら気液接触し
あうことによって効率的な混合を行うことができる。
ミューミキシングエレメントは，この混合・撹絆効

率が従１万絹‰こ比べて飛躍的に優れたものとなってい
る 。

３。ミューミキシングエレメントを用いた水質浄化
装 置 の 種 類

次 に ミ ュ ー ミ キ シ ン グエ レメ ン ト を 用 い た 水 質
浄化装置の一覧を紹介する。

図２はそれぞれの水質浄化装置の利用状況をイ
メージ化したものである。ミューミキシングエレメ
ントを用いた水質浄化装置には「ミューアクアタ
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図２ミューミキシングエレメントを用いた水質浄・化装置の種類

ワーＪｏ，「ミューグリーンリアクターＪｏ，「ミューフ
ローティングタワー」の３種類がある。

「ミューアクアタワー」は，複数個のミューミキシ
ングエレメントを積層してタワー状に組み立て，そ

こに循環水ポンプによって湖などから汲み上げた水

を自然落下させて「人工の滝」を作り，効率的に水質
浄化を行う装置である。このメカニズムなどについ
ては後で詳しく説明する。なお設置場所としては湖

岸など水質改善域の周辺部に設置するケースが多い。
「ミューグリーンリアクター」は湖底などに沈め

て設置するタイプの水質浄化装置である。新鮮

な加圧空気をルーツブロワー，コンプレッサー

などによって水中に設置した装置底部に送り込
み，マイクロバブルを発生させることで水質の

酸素富化および活性化を行う。装置底部に圧送
された空気は浮力で水面へと浮き上がってくる
が，その途中に何段にも配置されたミューミキ

シングエレメントを通過するたびに気泡が細か

く砕かれ，マイクロバブルを生成して水中に酸

素を溶け込ませやすくしている。

「ミューフローティングタワー」は，これら
の装置をさらにコンパクトにして水上に浮遊さ

せるタイプのものである。小型化した「ミューアク
アタワー」を搭載したタイプのものと，水中ケーシ

ング内に「ミューグリーンリアクター」を併設した

タイプのものの２種類がある。両者とも船のように

水上に浮かべることができるので，装置自体の移動
が簡単で広い範囲の水質浄化への対応が可能である。

図３には，それぞれの水質浄化装置の性能比較表
を提示した。３種類の装置とも水の自然落下や気泡

の浮力上昇など自然の力を最大限利用しているため，

無駄なエネルギー負荷を極力排除することが可能に

名 称 １１ ｌｌ
構 造

発振素子と複数枚の螺旋状の羽根体を内設した
高性能敗気筒。

ミューミキシングエレメントを配置した浄水塔
上部から循環液を供給し，落下エネルギーを利
用して大気吸引し．気液混合・接触を行引汝気
塔 。

液 体 に よ っ て 水 面 に 浮 い た 状 態 で 本 体 中 に
ミューアクアタワー，あるいはミューグリンリ
アクターを併設した散気格。太陽光発電により
自 家 発 電 を 行 う。

方 式
エアリフトで吸引した液体と加圧空気とをミキシ
ングエレメント内で強力に混合・撹拝させて煙霧
状の気液混和流を作る敗気方式。水中設置型。

液体の位置エネルギーを利用した新しい敗気方
式 。
ダムの放水及び滝を連想されたい。ＪＵ１１１設殴型。

アクアタワー型，ケーシング型，エアリフト型，
グリーンリアクター型の各種あり。水上浮体型。

型 式 ＭＧＲ-３００～Ｍ（；Ｒ-１８００ ＭＡＱ-５００～ＭＡＱ-１８００

気泡状態 超微細 微細 超微細・微細

酸素移動効率
£／１Ｃ％〕 ８～！６ ２～５

酸 素移動動力効率
〔ｋｇ・０２／ｋＷｈ〕

１．０～１．８

長 所

・卜り１４塞に強い。
・ 撹 伴 力 お よ び せ ん 断 力 は 強 力。
・ 設 置 工 事 が 簡 易。
・ マイク ロ バ ブル を 生 成 す る。
・ 液 体 用 加 圧 ポ ン プ は 不 要。

・閉塞に弦い。
・循ｙ４１液量は大容量です。
・地上設置工事が簡易です。
・加圧空気用ブロアーは不要です。
・マイナスイオンが生成できます。

・ｌｌｌｊ塞に強い。
・ｉ１１９Ｊ晨液ＩＩＵよ大容量です。
・水Ｉこでの移動が可能です。
・水深の深い所の水質浄化が可能です。

短 所 特になし 特になし 特になし

備 考

・供給空気量は２～１Ｃ）Ｏ❹／ｈです。
・ガス質量速度は３．２×１０ｋｇ／❹ｈです。
・材質はＳＳ．ＳｔＪＳＴＩ．ハステロイ、Ｐ．Ｐ．

ＰＶＣ等です。
・ガス吸収，ガス方気散１１１１にｆｌリＩＪｎｊ‘能です，

・液質量速度は２．５～４．５ｋｇ／❹ｈです。
・循環液量は５０～１，０（）ｏ❹１１です。
・材質はＳＳ、ＳＵＳ，Ｐ．Ｐ．ＰＶＣ．ＦＲＰ等です。
・モニュメンタルな造形と水浄化のコラボレー

シ ョ ン に 最 適 で す。

※ ミ ュ ー グ リ ー ン リ ア ク タ ー ， ミ ュ ー ア ク ア タ

ワ ー 欄 を 参 照。

図３水質浄化装置の比較表
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なっている。世界的なエネルギー不足が深刻となっ

てきているこれからの時代に即した未来的な水質浄

化 装 置 で あ る と い える 。 同 時 に いず れ の 装 置 の 場
合もコンパクトな設計が施されており，省スペース

省エネルギー，メンテナンスフリーであり，また生
態系にも影響を及ぼさないものになっている。

４ ． ミ ュ ーアク アタ ワ ー の メ カ ニ ズ ム

４-１．何故滝は白く観えるのか

図４は和歌山県熊野地方にある「那智の滝」の写

真である。水は本来透明なものであるが，滝を勢い
よく流れ落ちる水は真っ白に変色して観える。これ
は一体何故なのだろうか。その原理を読み解くこと

が「ミューアクアタワー」のメカニズムの解明につ

な が る。

滝の水が白く変色して観えるのは，滝の水粒が落
下する際に周辺から多くの空気（以下酸素と言引

を取り込んでいることによるものである。またその

際［ｉ車引こ，滝を流れ落ちる水は岩肌にぶつかり細か
く砕け散る。この時，水粒が小さく砕かれるためそ
の表面積が増加し，空気との気液接触界面積も増え

瀧による浄化システム

図 ５ ミ ュ ー ア ク ア
タ ワ ー の メ カ ニ

ズ ム

図 ４ 那 智 の 滝

るため，より水中に酸素を取り込みやすい状況が生

み出されることになる。
この滝の「落下」と「破砕」の２つの効果は「滝

効果」とも呼ぶことができるが，ミューミキシング
エレメントはこの「滝効果」を最大限に利用した水

質浄化装置であるといえる。このミューミキシング
エレメントを積層して人工的な滝を構成したものが

アクアタ ワ ー に よる 浄 化 シス テム

①自山落下による酸素吸入効米

一 １ ４ -
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図 ６ ミ ュ ー ア ク ア タ ワ ー の イ メ ー ジ

「ミューアクアタワー」である。
４-２．ミューアクアタワーの原理
ここで滝の原理と重ね合わせながら，もう少し詳

しく「ミューアクアタワー」のメカニズムを説明する。「ミ
ューアクアタワー」における「滝効果」とは具体的

には次に示す２つの酸素溶存効果を指している。

①水の自由落下による酸素溶存効果
一つ目が水の自由落下による酸素溶存効果である。

滝や堰などの落差がある場所では，水の落下に伴い，

水の色が白く変色して観える。この時，微細空間に
おいて図５＜Ｄに示したような事象が生じている。

水が落下する時にはニュートンの原理が働き，落

下距離に応じて水の落下速度が加速される。その際，
図に示すように水の粒は山秒後， ∠１７の距離を落

下した時に加速度による速度差が生まれ，水粒と

水粒の問に真空域が生み出されることになる。する
と，落下する水のまわりから空気が真空域に向かっ

て流れ込み，そこで空気と水粒が気液接触すること

によって混合され，水粒の中に酸素が取り込まれる。

落下域で水が白く観えるのは酸素を取り込んだ水の

粒が過飽和状態になっていることを意味している。
このように「ミューアクアタワー」では水の自由落

下による酸素溶存効果を最大限に利用している。
②螺旋状の撹絆翼による水粒破砕効果
二つ目が岩肌等による水粒破砕効果である。滝を

流れ落ちる水は岩肌などにぶつかると白いしぶきに

なる。これは勢いよく落下する水粒が岩肌に当たっ
た際に細かく砕かれ，より小さな水粒になることに

よって，水粒と酸素の気液接触界面積が増し酸素吸

収効率が上がるためである。

「ミューアクアタワづでは（図５-②）のように細か
な多量の穴のあいた螺旋状の撹絆翼が滝の岩肌に相
当する役目を果たし，水粒がそこにぶつかり合うこ
とでさらに細かい水粒を生み出すことができる。その

ことが水粒と酸素の気液混合を加速させるのである。

４-３．ミューアクアタワーのデザインコンセプト

酸素を多く含んだ水は生態系にも活性化をもたら
し水質の浄化作用につながる。また，この装置にお
いては化学的な処理や動力的な負荷を与えることが
一切ないため，自然の生態系にもほとんど影響を及

ぼ す こ と が な い。

図６は「ミューアクアタワー」のデザインイメー
ジ例である。「ミューアクアタワー」は人工の滝を

再現することで，水中に酸素を溶け込ませ溶存酸素
量（ＤＯ）を増やす。また，硫化水素の発生を防止し，

水中のアンモニア量を減らすことも可能である。さ
らに池全体の水を動かすことによって，浮遊物質

量（ＳＳ）の改善に効果を発揮する。「ミューアクア
タワー」の外周部には太陽光発電シート等を装着し
て自然エネルギーによる自家発電を行い，その発電

電力によって揚水ポンプの稼働電力をまかなう。浄
化装置であるミューミキシングエレメントそのもの
はメンテナンスフリーであるため，将来的にもラン
ニングコストはほとんどかからない。

こ の よ う に 外 観 デ ザイ ン を 整 える こ と に よ って，

景観を損なわない構築物とすることが可能であり，
技術的にも景観的にも自然と調和した水質浄化装置
として環境に同化させていくことができる。さらに
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造型美と音楽を融合させたモニュメンタル施設とし
て も 活 用 可 能 で あ る。

５ ． ミ ュ ー グ リ ーン リ アク タ ー の メ カ ニ ズ ム

「ミューグリーンリアクター」は「ミューアクア
タワー」と同様にミューミキシングエレメントを

装置内部に積層させた構成となっているが，「ミュ
ーアクアタワー」が大気中に設置され，水の自然落

下によって酸素と気液混合させる構造であったのに

対し，装置を水中に設置し空気の浮力によって水の

中にマイクロバブル化した酸素を溶け込ませる構造
になっている。ミューミキシングエレメントという

同じエレメントを用いながら，いわば，水面を基準
にして「ミューアクアタワー」を反転させたような
メカニズムでできているとも言える。

水と空気を機械的に撹絆する水中曝気撹絆装置を

不要とし，動力としては「ミューグリーンリアクタ
ー」底部に空気を送り込むためのルーツブロアーも

しくはコンプレッサー程度の設置ですむので，大変

効率良く水質浄化を行うことができる。

図７は試験終了後に曝気槽から「ミューグリーン
リアクター」を取り出した直後の実例写真である。

すでに各所で実績を上げており，コストパフォーマ
ンスに優れた水質浄化装置として認知されつつある。

強制曝気装置等による無理な機械的，電気的な負荷
を加えることなく，図８に見られるような細かなマ

イクロバブルを瞬時に大量に発生させることができ

べ
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リアクター

ＭＧＲべ３００

る。直径１，８００ｍｍで，空気量６，０００ｍ３／ｈが可能で

ある。この大型の曝気装置を利用して，太湖の水を

清浄化するのが筆者らの夢である。

６ ． ミ ュ ー グ リ ーン リ アク タ ー の 応 用 例

農業集落排水処理施設を利用して回分式曝気試験

を行い，回分式曝気槽装置として実用可能か試験を
実施した。この試験は，太陽環境㈱と共同で実施した。
１）試験条件

原水量：３５０ｍ３／日

曝気槽容量：１６５ｍ３×２槽
曝気槽形状寸法：５．８×５．８ｍ
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の生成状況



表１回分式汚水処理（汚水温度１５．５℃ ＭＬＳＳ３，３００ｍシＬ）

曝気用 撹作用 動力〔ｋｗ〕
合計
〔ｋｗ〕

酸素溶存
効率
〔％〕

既設水中曝気才覚ｙｌｉ装置

供 給
空気量
〔❹／ｍｉｎ〕

ブロワー
〔ｋｗ〕

水中エア
レータ
Ｃｋｗ〕

水中
ポンプ 好気 嫌気

１、０
２．６４

（定格３、７）
２．２ 不要 ４．８４ ２．２ ７．０４ １２．１

ミ ュ ー グ リ ー ン リ ア ク タ ー

ＭＧＲ-３００
１．０ ２．６４ 不要 ０．７５ ２．６４ ０．７５ ３．３９ ９．７

水中曝気撹絆装置 ミュ ー グ リ ーン リ アク タ ー

（ １ ） 水 中 曝 気 撹 挫 方 式 （ ２ ） ミ ュ ー 方 式

図９回分槽における水中曝気撹拝方式とミュー方式との比較フロー

水深：５．０３ｍ
ＭＬＳＳ３：３，３００ｍｇ／Ｌ

２）性能比較表

性能比較および比較フローを表１，図９に示す。
このｉ４九験結果から，

①電力量は４８％減の省エネルギーになる。
②ＭＧＲは動力部分（回転体）がないため，メン
テナンス費用はかからない。

③ＭＧＲは漏電，磨耗などの機器故障がない。
などの長所が判明した。

７ ． ミ ュ ーフ ロ ー ティ ン グタ ワ ー の メ カ ニ ズ ム

「ミューフローティングタワー」は船のような構
造 を 持 っ た 浮 体 の 一 部 に 小 型 化 し た 「 ミ ュ ーアク

アタワー」や「ミューグリーンリ

アクター」を組み込んだ水質浄化
装置である。「ミューグリーンリ

アクター」を組み込む場合には水

中に二重管を挿入し，エアリフト
効果によって水の循環とマイクロ
バ ブル を 生 成 さ せる。

図１０に「ミューフローティン
グタワー」の設置イメージを示し

ている。自在に水面に浮かばせる
ことができるので，特に水深の深
いダム湖や湖，広域の閉鎖海域な

どでの設置が容易で，広範囲での

利用が期待できる。また，本体部
分に太陽光発電装置を併設するこ
とによって電力の自家発電を行い，

水の揚水や空気の圧送を行うこと
も検討している。今後これを実現

させることによって，半永久的な

水質浄化システムを構築していくことも可能である
と 考 えて い る。

８．工業排水の処理装置

有機塩素系化合物を含んだ工業排水処理装置「ミ
ューリアクター」として利用されている。図１１に

全体図を示した。排水中には
５００ｐｐｍ，カルシウム系化合物は３～５ｗｔ％含まれて
いる。処理後，塩素系化合物は２０ｐｐｍ以下である。

この連続排水処理装置は，直径１，５００ｍｍ，塔高は

ｎ１０００ｍｍであり，塔上部から排水量４００～６００ｍ３／ｈ，

下部から水蒸気を３～５ｔ／ｈ供給して，減圧水蒸気放

散 装 置 と して 利 用 さ れて い る 。 液 の 供 給 方 法 は，
オーバーフロー方式で，ディストリビューターは使

用 し て い な い 。 ミ キ シ ン グ エ レ メ ン ト は 直 径
１，５００ｍｍ，充填高さは穏，０Ｃ）Ｏｍｍである。カルシウ
ム系化合物の付着・成長による不都合もなく圧力損

失２ｋＰａ以下で，１０年以上連続運転されている。

９．排水曝気用散気管「ミューエアレータ」の開発

小型でメンテナンスフリー，高性能，長耐久性，
安価なおよび配管工事が容易なエアレータを開発し
た。ミューエアレータｏは，ミューミキシングエレ

メントとミュー発振素子ｏから構成されている。

ミューエアレータｊＮ／ＬＡ-１２５の全体図を図１２に

図 １ ０ ミ ュ ー フ ロ ー テ ィ ン グ タ ワ ー

- １ ７ -

｀ べ



内 部 構 造
（ミューミキシングエレメント）

図 １ １ ミ ュ ー リ ア ク タ ー

構造図を図１３に示した。ミューエアレータの構造は
筒状の円筒管図１３-①と，ミューミキシングエレメ
ント図１３-②と，発振現象を励起するミュー発振素

子ｏ図１３ -③と，圧縮空気を供給する空気配管図
１３-④と，排水を導入する開口部図１３-⑤とで構成

されている。従来のメンブレン式とミューエアレー
タ式との比較を表２に機能比較を図１４に示した。

１０．今後の展開

１０-１．放射性汚染水処理への応用

多核種の高レペル放射性物質を含んだ汚染水の処
分方法は，人間の寿命と放射性物質の半減期（１０

万年以上と言われている）を考えると，気の遠くな
る話である。人間が人工元素を生みだした以上，こ

囲 亘 燧 〉 う

循環流

図 １ ３ ミ ュ ーエ ア レ ー タ Ｍ Ａ - １ ２ ５ 構 造 図

表 ２ メ ン ブ レ ン 式 と ミ ュ ー 式 の 比 較

１ ８ -

図１４メンブレン方式とミュー方式との比較

（２）ミューエアレータＭＡ - - １ ２ ５

ミ ュ ー エ ア レ ー タ

一

ｙ

一

ペーく３哀感］

メンブレン式 ミ ュ ー 式

○気泡径 膜の穴径と圧力で
決まる。 ガ ス 流 速 で 決 ま る。

Ｏ酸素溶解効率［％〕 ８～１６ １０～１２

Ｏ圧力損失〔ｋＰａ〕

取付時
交換時（洗浄時）

５～８Ｄ

１０～１３

４～５２）

← ５ （ ほ ぼ 一 定 ）

○汚泥の堆積 あり なし

○耐久性 半年～３年 ５年以上
○材質 ＥＰＤＭ，他 ＰＰ

１）水深：４．５ｍ，吹込空ｊｉｉ・Ｊｉｔ：０．０５～（）．認❹／ｍｉｎ
２）水深：５ｍ，吹込空１瓦量：１❹／ｍｉｎ

図１２ミューエアレータⅣ随一１２５

れ ら を 安 全 に 確 実 に 効 率 的 に 経 済 的 に 地 球
上を汚染させることなく，関係者の英知を集めて，

革新的な廃棄処分・方法を考えなければならない。

米国においては，稼働中の原子炉１０４基から排出
される放射性廃棄物処理には頭を悩ましている。長

期間（１０万年以上）安全，安定，確実な処分方法
は発表されていない呪
一方，中国では，「ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ」の事故を教訓

にして，核エネルギーの有効利用に対する積極的な

姿勢がうかがえる。安全で，放射能を外部に放出し
ないことを確実にする原子炉設計を実施し，第３世

一

-

Ｕ

一
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“≒ 戸 谷 大 回 し ４ よ 回 回 ヤ
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代の新型原子炉「ＡＰ１０００」を開発している６）。
たびたび新聞などで報道されている多核種放射性

汚 染 水 処 理 装 置 の ト ラ ブル の 原 因 は ， 知 人 日 く，
「汚染水中のゴミ，鉄錆，汚泥，ヌメリ，藻などが

吸着剤・イオン交換樹脂などに付着・成長して吸着
塔，イオン交換樹脂塔および配管内を閉塞させるか
らですよ」とのことである。考えられない原因ではない。

［原子力］から「原始力」に回帰して，何世代に

もわたって，一歩一歩，時間をかけて蒸発や液一液

抽出および焼却などの手段で，最適な減容係数と除
染係数をみいだして，処分していくことが望まれる。
ミューミキシングエレメントの放射性汚染水処理

および放射性廃棄物の減溶化への応用は，

① 蒸 発 缶 の 高 性 能 化 と 高 効 率 化 を 図 る。
（２）イオン交換樹脂塔および吸着塔にミューミキ

シングエレメントを配置して，吸着・洗浄工

程 を 高 性 能 化 す る。
（３）貯蔵汚染水タンクからのベントガスおよび焼

却炉からの廃ガスの洗浄工程に「ミュースク
ラバー 」 を 配 置 す る。

等 が 考 え ら れ る。
１０-２．オゾン（０３）ガスを利用したバラスト水の

殺菌，滅菌処理装置への応用

設 計 条 件 と して は，

① 目 詰 ま り を し な い 。 メ ン テ ナ ン ス フ リ ー で
あ る こ と。

② 殺 菌 力 が 高 性 能 で あ る こ と。
（３）省スペースであること。

（４）システムが簡易であること。
（５）残存０３がないこと。
ミューミキシングエレメントは，これらの条件を

満足できるものと考えている。
以上の他にも，上・下水のオゾンガスによる殺菌，

滅菌処理システムおよび排水中の水銀除去システム
に も 応 用 で き る。

１１．ミューミキシングエレメントの思想

古来より日本における「技術」とは，自然と人間
を柔らかくつなぐ性質のものであった。よく知られ

て い る よ う に 治 水 技 術 に お ける 「 信 玄 堤 」 な どの
発想は自然の地形を利用しながら水の力を無理なく

逃がすことで洪水などの災害を防いできた。そこに
は人工の力だけで自然をねじ伏せるのではなく，自

然に寄り添い自然の力を利用しながら人と自然が共

存していく方法「智水」を探るというこの国特有の
思想がある。また，オランダの北海に対峙してある

堤防兼道路は「自然石」で構築している。そこには
科学・技術と自然（歴史）との融合による人間の叡

智 が 見 ら れ る。
ミューミキシングエレメントを用いた水質浄化装

置の基本的発想の本質もまさにその部分にある。こ
の国の豊かな自然の中にこそ，これからを担う「技

術革新」の重要なヒントが隠されている。
以上，ミューミキシングエレメントによる水質浄

化技術について簡単に誌しか。

芭蕉の「不易流行」を「根」に」・ゝｆｉｎｓｔｅｉｎの限＝ｍｃ２」を，

Ａ．Ｌ．Ｌａｖｏｉｓｉｅｒの「質量保存則」を，Ｉ．Ｎｅｗｔｏｎの「慣性の

法則」を緯糸に「らせん」を経糸に「大廿廿林」（無＝

ＭＵ）を観つつ，一歩一歩，玉手箱を想像して曼荼羅（マ

ンダラ）を織っていく所存である。

原子力発電所が遺跡にならぬように一技術者否人間と

して，使命感を維持しつつ，生命ある限り探求していく覚

悟 で あ る。

遺 跡 に 頭 を 垂 れて 流 れ る 一 滴 の 雫 化 石 を 穿 ち 豊 穣

なる深く澄んだ美の海原に未知なる道を地図なき道

を 求 め て 不 二 な る 冥 王 星 へ 不 死 な る 宇 宙 へ。
“な に よ り も 蝶 の 現 ぞ あ は れ な る”

松尾芭蕉：「ひさご」花見の巻
“一 水 の 流 を 参 究 し ， 不 流 を 参 究 す る に 万 法 の 究 尽

たちまちに現成するなりノ

永平道元：「正法眼蔵」山水経
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